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テレビ放送開始 
大卒初任給8,000円の時代に、 
7インチの小型テレビが9万円。 

レジャーブーム 
高度経済成長のもと、 
「レジャー」という言葉が新聞紙上に。 

石油危機 
石油製品が値上がりし、 
買い占めなどによる　「モノ不足」に。 

科学万博 
茨城県筑波研究学園都市で開催。 
ロボットや3D映像が人気。 

路地で遊ぶ 
神武景気が訪れ、 
街角や路地で遊ぶ　子どもたちにもゆとりが。 

学園紛争 
フランスの五月革命など、 
世界的にも学生運動が活発化した。 

情報化社会 
オフィスなどのOA化が進み、 
社会に情報化の波が押し寄せる。 

地域に帰る 
定年退職を迎える 
団塊世代の 
今後の動向に、 
大きな注目が集まる。 

つま恋コンサート 
35,000人以上が 
総立ちで楽しみ、 
団塊世代による新たな 
潮流を予感させた。 

都市の再開発 
東京都港区に、多様な都市機能を 
備えるアークヒルズが開業。 

（写真提供：共同通信社） 



「とにかくやる」という姿勢
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お父さんお帰りなさいパーティーの受付。
参加者は年々増加し、賑わいを見せている。

市役所庁舎内に設置された支援デスク。
各種の情報提供を充実させている。

パーティー主催者が挨拶。市長も駆けつけ、
地域活動への参加に大きな期待を寄せる。

支援デスクの窓口で、市民の声に耳を傾ける。
対話の中から協働の方法を模索する。

「オトパ」では市民団体が活動内容を説明。
参加者は能力を発揮できる分野を探す。

地域デビュー講座では、受講するだけでなく、
グループワークなどで主体的に参加してもらう。

学生が街なかへ出て活動し、それを地域が
受け止めることにより協働が進む契機となる。

学園都市づくりの拠点「学園都市センター」。
JR八王子駅のすぐそばに立地。

団塊世代等地域参加支援のイメージ図

団塊世代等地域参加支援に関する庁内連絡会 

新しい公共の担い手 

団塊世代等地域参加支援デスク 
総合案内・総合窓口（協働推進課） 
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《民間のノウハウ》 
・NPO法人八王子市民活動協議会 
　など 

支
援 
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相
談 

相
談 

庁外の組織 

《公的機関の情報》 
・ハローワーク　など 

八王子市 

シニア世代 

プレ団塊 団塊世代 

地域参加 
支援事業 

地域参加 
支援事業 

地域参加支援事業 
・お父さんお帰りなさいパーティー 
・八王子市地域デビュー講座 
・ボランティア入門講座　など 

元気なまち八王子 
～市民との協働によるまちづくり～ 

ポスト団塊 

目的を共有する組織と庁内外で柔軟に連携

東京都八王子市

地域への溶け込み、地域参加

地域ボランティア、社会貢献
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ク

自治体

求められる団塊世代の参画 手順を踏み支援基盤を整備
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自己啓発、生きがい創出

移住・定住（U・I・J ターン）

コミュニティビジネスなどの起業

遊休農地や空き店舗の利活用

人口
世帯数
高齢者人口
高齢化率
団塊世代の人口
人口に占める
団塊世代の割合
一般会計予算額
特別会計予算額
市税予算額

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

540,111人
232,330世帯
96,590人
17.9％
28,512人

5.3％
1,602億7,855万円
1,670億694万円
862億3,862万円

（平成18年10月現在）



○

八王子市 

NPO法人 
八王子市民活動協議会 

NPO ボランティア 

大学 市民 企業 

個人 町会 

市民活動を推進する中間支援組織 
市民活動の活性化と地域の発展のため 
自主・自立した市民活動を支援 

八王子市 
市民活動支援センター 
・活動の拠点と交流の場 
・活動支援とサービス提供 
・市民活動の総合的コーディネート 

協働 

設置 

協力・支援 

管理・運営 

参加と協力 

支援機能の発揮で地域が充実する
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市民活動に関する資料、書籍、活動団体の
パンフレットなどを用意。情報提供の場に。

「地域デビュー講座」の1コマ。
会場は「市民活動支援センター」の会議室。

協議会が場所を提供して参加を呼びかけ、
各市民団体が特色を発揮する「いちょうまつり」。

「ファシリテーター養成講座」。
協議会の会員がNPOのマネジメントを学ぶ。

連携のイメージ図

市民活動の“中間支援団体”によるネットワーク構築

東京都八王子市

地域への溶け込み、地域参加

地域ボランティア、社会貢献

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
王
子
市
民
活
動
協
議
会

NPO法人

“市民活動のコンビニ”として 住民にも活動団体にも有用な場を

5

自己啓発、生きがい創出

コミュニティビジネスなどの起業

移住・定住（U・I・J ターン）

遊休農地や空き店舗の利活用

活動拠点「市民活動支援センター」はビルの5階。
JR八王子駅から徒歩5分の好立地。

「オトパ」準備の打ち合わせ。より多くの
地域デビューを促すべく、知恵を絞る。

市民活動についての相談を受け付けている。
交流会や情報交換の場となる会議室も完備。

「オトパ」参加者の熱意に、熱意で応える。
一人でも多くの方に地域活動を始めてほしい。

名称
所在地
設立年
会員数
入会金
年会費

活動目的（定款より）
主に八王子地域において自主自立の精神を原則に社会貢
献活動を行なう市民活動団体及び個人を対象に、相互の
連絡、運営や活動の支援を行ない、市民活動の活性化及
び地域の発展に寄与することを目的とする。

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

NPO法人八王子市民活動協議会
八王子市旭町12-1 ファルマ802ビル5F
平成14年
152名（協力会員、賛助会員を含む）
なし
5,000円（正会員）、1,000円（協力会員）、
1口1,000円以上（賛助会員）



さらなる期待と手ごたえ
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地元農家に援農をして野菜づくりを学ぶ。
身近な「食」と「農」について考える。

川の水質浄化と川辺の環境保全。
関心のある活動分野に団塊世代が集まる。

他団体を支援するために、メンバーが持つ
「手しごと」技術を発揮するグループ。

雑草だらけの休耕地を有効活用するグループ。
共同農園にするため整備に励む。

ひょうたんづくりで地域の活性化を目指す。
収穫後は楽器に加工して、園児による演奏も。

青々と美しい畑に甦った休耕地。
共同耕作や収穫祭などで地域交流を行なう。

取り組みの成果を発表するシンポジウム。
会場には約180名もの参加者が集まった。

駅周辺でコンサートやスケッチ大会などを
開催し、無人駅の再活性化を図るグループ。

モデル事業の概要

団塊世代グループからの地域づくり事業計画の募集 1

事業計画の選定 

審査委員会により、書類審査などにより選考を実施 
［選定の主なポイント］ 
●団塊世代への波及効果（今後、団塊世代が活動に関わる際のモデルになるか） 
●地域課題の発見・解決（地域の課題を適切にとらえ、解決できるか） 
●事業のインパクト（行政や他の地域づくり団体に対しても影響力のある事業か） 
●事業実施能力（スケジュール、人員配置等は事業を実現可能か）　など 

2

事業の実施 

事業の進捗状況を「中間報告会」で発表 
事業終了後に成果報告書を提出し、「成果報告会」で発表 

3

団塊世代提案型地域づくりモデル事業 

団塊世代に、これまでの経験から得た智恵や人脈などを活かして地域で活
躍いただくため、団塊世代が自ら取り組む地域づくり活動をモデル的に実施
する。 

事業の経過 

目的 

モデル事業で「生きがい」「地域での役割」を醸成

愛知県

地域への溶け込み、地域参加

地域ボランティア、社会貢献

愛
知
県
知
事
政
策
局
企
画
課

自治体

万博からの流れを地域づくりに 提案を募り事業を委託

7

自己啓発、生きがい創出

移住・定住（U・I・J ターン）

コミュニティビジネスなどの起業

遊休農地や空き店舗の利活用

人口
高齢者人口
高齢化率
団塊世代の人口
人口に占める
団塊世代の割合

一般会計予算額
特別会計予算額
県税予算額

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

7,296,527人
1,302,349人
17.8％
374,908人

5.1％
（平成18年10月現在）

2兆2,450億1,800万円
6,264億3,150万円
1兆3,116億円

（平成19年度当初予算）



○

団塊世代の能力発揮で可能性が増大

10

多くの参加者にとって初めての農体験。
クワの使い方から指導を受ける。

学ぶことの多い田畑では、
多世代交流の輪が自然に広がる。

雑草が生い茂っていた休耕地を整備。
団塊世代が自然の中に戻ってきた。

田植え体験にも挑戦。
土や水に触れることで、癒しを覚える。

おしゃべりを楽しみながら農作業。
ついつい時間がたつのを忘れる。

「すすみ」づくり。団塊世代にはノスタルジーの
ある光景を、稲刈りを終えて自ら出現させる。

たくさん採れた野菜を朝市で販売。
新鮮さ・安心さの説明に、力が入る。

農作物の多様な形状に頬が緩む。
自分たちが育てた野菜には、愛着もひとしお。

田畑が持つ多面的機能

教える人 

農の 
楽しみ 

居場所 
づくり 

交流の 
促進 

おすそ 
わけ 

各種の 
事業 

田畑 
・共同耕作による野菜づくりの場 
・農家に直接指導してもらえる場 
・多様な人々との共同・協働の場 
・多世代交流があり、絆を育む場 
・講習会や体験教室など学びの場 
・収穫物がある自然との共生の場 

野菜塾事務局（団塊世代）がコーディネート 

やりたい人 農地オーナー 

おすそわけを通じて、新たな農の事業化を探る

愛知県日進市

地域への溶け込み、地域参加

地域ボランティア、社会貢献

日
進
野
菜
塾

有志グループ

週末の半日を畑で過ごす暮らし 田畑の「多面的機能」に魅せられる

9

自己啓発、生きがい創出

移住・定住（U・I・J ターン）

コミュニティビジネスなどの起業

遊休農地や空き店舗の利活用

名称
所在地

設立年
会員数
入会金
年会費
活動目的
①都市住民が種まきから収穫までの野菜づくりを共同で体験、学び、基
礎的な技術、楽しみをわかちあう。 ②農家とともに主体的に野菜づく
りに取り組み、都市住民と農家との交流、理解をすすめる。 ③収穫し
た野菜は地域や社会への「おすそわけ」も進め、地域への還元もおこなう。

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

日進野菜塾
名古屋市北区元志賀町1-68-1-303
（畑は日進市本郷地区、名古屋市天白区）
平成17年
35名（家族単位）
なし
1万円



○

補助やカンパに頼らず自活を目指す
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バス停が目の前に。
商店街の活性化にも、一役買いたい。

小上がりでテーブルを囲み、編み物教室。
共に楽しむ仲間がいることが嬉しい。

屋内へ入ると開放的なスペースが。
バスの待合室にも、多目的サロンにもなる。

カルチャー教室で、様々な手工芸を体験。
教室後のお茶の時間も、楽しみの一つ。

シニア世代、団塊世代が集う。
高齢社会における自分たちの役割を話し合う。

2階の和室を開放し、講演会を開催。
商店街の空き店舗が、集いの場に変貌した。

商店街の餅つき大会。
若者たちが積極的に取り組んだ。

誰もが立ち寄れる場所が地域にあっていい。
自然な笑顔を見せる若者たち。

商店街の空き店舗を改修し、地域のたまり場に

生きがい 

各種事業 社会貢献 

地域の絆 

柳原通商店街 

ふれあいサロン 
カルチャー教室 

困りごと相談 
助け合い事業 

バ
ス
停 

リトルターン御土居下 

団塊世代 
 

コーディネーター 

子育て世代 

若者世代 シニア世代 

＝
 

無理なく自分らしさを発揮して、社会に貢献

愛知県名古屋市

地域への溶け込み、地域参加

地域ボランティア、社会貢献

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
あ
い
ち

NPO法人

商店街に開設したふれあいの場 待合所・サロンに多世代が集う

11

自己啓発、生きがい創出

移住・定住（U・I・J ターン）

コミュニティビジネスなどの起業

遊休農地や空き店舗の利活用

名称
所在地
設立年
会員数
入会金
年会費
活動目的
新たに変化する社会構造を迎えた生活環境の整備。高齢社会
を多世代間の交流で創造する。団塊世代が中心になり、各世
代間の交流を基本に若者とのタイアップと繋がりを強め、地
域活性化・生活環境の整備に努める。介護保険も含めた地域
助け合い活動組織形成。地域・行政との協働での地域の創造。

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

NPO法人ライフステーション・あいち
名古屋市北区柳原4-2-2
平成18年
約100名
なし
5,000円または月500円



保養地・避暑地として、古くから栄えてきた
湯の川温泉より、漁火を望む。

マイナス思考ではなくプラス思考を

14

観光名所が多い市内を、サポートセンターの
スタッフが移住希望者と共に歩く。

各地での情報提供にも力を注ぎ、
ブースはいつも活況を呈す（写真は東京会場）。

潮風薫る海辺での暮らしに思いを馳せると、
自然と心が安らぎ、楽しみも湧く。

ロングステイを楽しむ人は全国各地から。
写真は大阪府吹田市にお住まいのご夫妻。

街並みを一望し、身近に山と海がある函館での
暮らしをイメージする。

定住者が集う交流会。新たなライフスタイルを
スタートさせた者同士の話に花が咲く。

新鮮な海の幸が何よりも人を魅了する。
函館では日常的に豊かな食を楽しめる。

移住・ロングステイを促進し、地域を活性化

北海道函館市

地域への溶け込み、地域参加

地域ボランティア、社会貢献

函
館
市
定
住
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

自治体

定年後の新たな人生の場として 移住促進で定住人口の確保につなぐ

13

自己啓発、生きがい創出

移住・定住（U・I・J ターン）

コミュニティビジネスなどの起業

遊休農地や空き店舗の利活用

サポートセンターによる住まい情報のフロー

相談者が住まいに関する諸条件をサポートセンターへ連絡 1

サポートセンターは物件を参加宅建業者へメールにて照会 2

参加宅建業者は合致する物件をサポートセンターへ情報提供 3

サポートセンターは参加宅建業者からの情報を相談者へ提供 4

相談者は興味ある物件について参加宅建業者へ問い合わせ 5
※1 相談者…函館市に移住を希望する方 
※2 サポートセンター…函館市役所内に設置の窓口 
※3 参加宅建業者…函館市の定住者誘致推進事業に賛同し、参加している不動産業者（約70社） 

514

2

3

相談者※1

サポート 
センター※2

参加 
宅建業者※3

人口
世帯数
高齢者人口
高齢化率
団塊世代の人口
人口に占める
団塊世代の割合
一般会計予算額
特別会計予算額
市税予算額

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

292,727人
141,010世帯
71,700人
24.5％
17,395人

5.9％
1,266億7,400万円（平成18年度）
1,060億7,390万円（平成18年度）
315億9,581万円（平成18年度）

（平成19年2月末現在）



○

団塊世代の活力を北海道へ

16

デパートは重要なPRの場。移住・滞在経験者が
体験を伝え、買い物客が足を止める。

協議会HPのURLには「dankai-iju（団塊移住）」の
文字が。ターゲットは明確だ。

北海道の魅力を知るため、多くの人が集まる。
より一層のプロモーションが求められている。

広報事業を自治体から請け負い、
パンフレットなどのPRツールを作成。

移住希望者を受け入れる。
実際の暮らしに必要な情報を提供する。

各地に豊かな特色を持つ名物がある。
ノベルティーグッズの開発にも余念がない。

「協議会」会員自治体のブースにて、移住という
選択肢を、身近なものに感じていただく。

団塊世代の関心は、「観光型」から
全道を巡りながら滞在する「体験型」へ。

北海道コンシェルジュが窓口を務める
「体験ツアー」実施市町村

網走市 

紋別市 

比布町 

滝川市 
 当別町 

小樽市 

東川町 

上士幌町 

鹿追町 

清水町 

浦河町 

（平成19年3月現在） 

函館市 

室蘭市 

登別市 

森町 

江差町 

八雲町 
 

伊達市 
黒松内町 

富良野市 

新冠町 

沼田町 

豊浦町 白老町 

中頓別町 

稚内 

釧路 

とかち帯広 

旭川 

丘珠 

新千歳 

函館 

女満別 

オホーツク 
紋別 

根室中標津 美幌町 

中標津町 

鶴居村 

行政による移住促進施策、その一翼を担う民間事業者

北海道函館市

地域への溶け込み、地域参加

地域ボランティア、社会貢献

株
式
会
社
北
海
道
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

株式会社

暮らしを実体験するサービスを提供 移住の総合案内窓口に

15

自己啓発、生きがい創出

移住・定住（U・I・J ターン）

コミュニティビジネスなどの起業

遊休農地や空き店舗の利活用

名称
所在地
設立年
職員数
資本金
主な事業内容（定款より）
①観光客に対するサービスの提供事業
②移住・定住を促進するサービスの提供事業
③観光関連の会社に対するサービスの提供事業
④全各号に付帯関連する一切の事業（物販も含む）

▼
▼

▼
▼

▼

▼

株式会社北海道コンシェルジュ
函館市若松町12番13号
平成18年
4人
1,200万円



連携 
連携 連携 

連携 連携 

町会 各種委員等 活動団体等 ボランティア NPO 個人 

運営協議会の役員選出 
運営協議会のルールづくり 
区民ひろばでの事業企画、実施、運営等 

運営協議会 

コミュニティ施策 
教
育
委
員
会 

事
務
局 

区民ひろば施設 

学校開放 
運営委員会 

個人 
ほか 

町会 

利用団体 

PTA

ボランティア 

民生委員 
児童委員 

青少年育成 
委員会 

運営協議会 

子
ど
も
施
策 

行政 

文
化
施
策
　
生
涯
学
習
施
策 高齢者施策　健康施策 

事業の実施 事業の実施 

事
業
の
実
施 

参加 
協働 

支援 

支援 
協働 

地域経営の基盤「地域区民ひろば」

18

地域懇談会と運営協議会準備会を経て、
「地域区民ひろば運営協議会」が発足する。

50～65歳を対象にした地域サポーター塾。
地域デビューと仲間づくりの支援が狙いだ。

それぞれの区民ひろばが、まつりを開催。
多世代が集い、多いに賑わう。

地域サポーター塾のワークショップ。
地域課題を発見し、解決策を提案書にまとめる。

「区民ひろば交歓会～まつり自慢～」。
各地区の区民ひろばが、まつりの成果を披露。

ワークショップの成果を
公開プレゼンテーションで相互に披露。

シンポジウムのパネリストには、
NPOやボランティアグループの代表を迎えた。

団塊世代に向けた啓発の場として、
平成18年10月に「区民フォーラム」を開催。

区民ひろば運営協議会のイメージ

運営協議会と区の支援体制

団塊世代の“軟着陸”をサポートし、地域ごとに基盤も整備

東京都豊島区

地域への溶け込み、地域参加

地域ボランティア、社会貢献

豊
島
区
区
民
部
地
域
区
民
ひ
ろ
ば
課

自治体

社会全体を変える大きなうねり 高齢者像を変えていく団塊世代

17

自己啓発、生きがい創出

移住・定住（U・I・J ターン）

コミュニティビジネスなどの起業

遊休農地や空き店舗の利活用

人口
世帯数
高齢者人口
高齢化率
団塊世代の人口
人口に占める
団塊世代の割合
一般会計予算額
特別会計予算額
区税予算額

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

240,275人
138,799世帯
48,103人
20.0％
12,288人

5.1％
882億4,468万円
604億9,005万円
254億705万円

（平成19年1月現在）



ドラマとロマンを求め、しなやかに活動を展開

東京都豊島区

地域への溶け込み、地域参加

地域ボランティア、社会貢献

庚
申
塚
エ
リ
ア
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会

有志グループ

歴史を学び、地域の現在を問う ロマンを求める団塊世代の受け皿

19

自己啓発、生きがい創出

移住・定住（U・I・J ターン）

コミュニティビジネスなどの起業

遊休農地や空き店舗の利活用

コミュニティに価値を見出す

20

江戸時代に、さくらそうの栽培が盛んだった。
地元ゆかりの花を育てるワークショップを開く。

公園づくりワークショップでは、豊島区で最も
古い「千川上水公園」を甦らせるべく活動した。

地域をそぞろ歩く探偵団。
まちの良さを見つけ、地図にまとめる企画も。

約1年にわたってワークショップで議論を重ね、
再整備について区長に提案した。

「まちづくり」の勉強会は年2回開催。
講師を招き、会員が真剣に聴講する。

江戸市民に貴重な飲料水を提供した千川上水。
歴史を学び、豊かな文化遺産を次世代に残したい。

講演会と落語で「市民のつどい」を構成。
楽しむことが、活動を続けるコツだ。

「市民のつどい」は地域に公開している。
土地の歴史と魅力を、多くの人に知ってほしい。

千川上水公園の再整備イメージ

WC

●千川上水の歴史を活かした公園 
例：バルブ、沈殿池跡地の保存 
　：上水の歴史を伝える写真、イラスト→展示館 
　：千川上水流域図 
　：上水の水イメージ、水辺づくり 

●いろいろな年代の人が集まれる公園 
例：癒しのビオトープ 
　：緑の中の座れる場所 
　：だれでもトイレの設置 

●名所となる公園 
例：地元の歴史ある花（桜草、卯の花） 
　　を公園で育てる 
　：句碑を建てる 

公園整備の目標 
・千川上水の歴史を活かした公園 
・いろいろな年代の人が集まれる公園 
・地域市民の参加でつくる公園 
・名所となる公園 

●地域市民の参加でつくる公園 
例：笑園の樹木、敷石等資材の活用 
　：公園でのイベント開催 
　   （千川上水まつり、桜草まつり） 

旧中山道との連携のゾーン 

地下埋設管保全のゾーン 低木の植栽 
・公園に死角を 
　つくらないように 
　配慮、安全な公園 
　づくり 

新規入口の設置 
・庚申塚商栄会、 
　大正大学の公開 
　空地との連携 

園芸農家の発祥 
・笑園の資機材の活用 
・地域住民参加型で行なう花育て 

庚申塚の歴史ある草花 
・桜草や卯の花 
　（卯木）の植栽 

歴史と親水のゾーン 
・千川上水の歴史や 
　水辺とのふれあい 

旧中山道 

公園入口 

憩いと交流のゾーン 

淑徳巣鴨中学・高等学校 

・遊具を設置しない、広場的な公園 
・明るく清潔なトイレの設置 
・ちょっと一息、話もはずむ四阿 

名称
所在地

設立年
会員数
入会金
年会費
活動目的（会則より）
「文化、歴史、環境等、街を大切にする住民意識を育みたい」「地域住
民やこの地域で働く人々が協調・共生できる関係を育みたい」「住民に
よる街づくりの風土を培いたい」という市民意識の共有化を図る中で、
庚申塚エリアのより住み良い環境を形成していくことを目的とする。

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

庚申塚エリアまちづくりを考える会
事務所なし
（メールボックス）豊島区巣鴨4-35-6 メゾンヤマガ
平成14年
50人
なし
1,000円～3,000円



地域で存在感を得るために

22

サークルの一つ、「歩こう会」。
市内の中心部を、仲間と楽しく散歩する。

新年交流会に多くの会員が集い、
趣向を凝らしたゲームなどで交流を深める。

「絵てがみ同好会」。
事務局内の研修室で、童心に帰り自由に描く。

「地域交流サロンこのはな」も運営する。
いつでも気軽に立ち寄れる場所だ。

会員交流会では、
それぞれのサークルが日頃の成果を披露した。

「暮らし安心サポート事業」も行ない、
シニアに重要な住まいに関する支援を提供。

受託事業の終了後も、研修を経て、
地域や社会と関わる活動を継続している。

「勤労者マルチライフ支援事業」を受託。
団塊世代を含む勤労者が、社会活動に励んだ。

シーズネットのサークル・グループ

利用料金 
基本サービス1

 
・1日1回の電話 
・電話による生活相談 
・医療費や介護の相談 

月額3,000円 

基本サービス2

・1日1回の訪問による話し相手 
 （1回2時間以内） 

会の各種イベントを案内 

月額3,000円 
・基本サービス1と2の複合サービス 

月額5,000円 

シーズネット 
年会費 
3,000円 

●絵てがみ同好会 
●短歌勉強会 
●たべものクラブ 
●シーズネット合唱団 
●ハッピーダンス 
●自然と健康を考える会 
●健康教室 
●田舎でのスローライフを 
　考える会 

●太極拳グループ 
●お料理教室 
●楽しいシングルライフ 
●歌謡サークル 
●歩こう会 
●旅行クラブ 
●シニアレクリェーション 
●夫婦のつどい 
●手打ち蕎麦を楽しむ会 

●ゆったりストレッチ 
●マージャンクラブ 
●百聞会 
●ハーモニカ・オカリナ 
　教室 
●農と食を考え楽しむ会 
●山遊会 
●豊友会 
●札樽のつどい 

交流 

電話 相談 5つの 
キーワード 

紹介 訪問 

様々な相談に 
電話で対応 

1日1回、 
希望の時間に電話 

月1回、 
希望の日時に訪問 

必要に応じて 
介護・医療機関を紹介 

ひとり暮らし高齢者安心ネットワーク

新たなグランドデザイン、地域での相互扶助

北海道札幌市

地域への溶け込み、地域参加

地域ボランティア、社会貢献

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト

NPO法人

「仲間」と「役割」をつくる 安心を担保する共助の仕組み
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自己啓発、生きがい創出

移住・定住（U・I・J ターン）

コミュニティビジネスなどの起業

遊休農地や空き店舗の利活用

名称
所在地
設立年
会員数
入会金
年会費

活動目的（定款より）
高齢者自身が主体的な老後のグランドデザインを創造す
るための活動。
依存型から脱皮して自立型をめざすことにより、豊かな
高齢社会の推進に寄与することを目的とする。

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

NPO法人シーズネット
札幌市北区北10条西4丁目1  SCビル2階
平成13年
830名（団体会員17、賛助会員10名を含む）
なし
3,000円（個人会員）、10,000円（団体会員）、
1口3,000円（賛助会員）



交
流
会
で
は
、
団
塊
世
代
の
活
力

発
揮
に
対
し
て
市
が
期
待
表
明
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

楽
し
く
学
べ
る
講
座
の
開
催
。

横
浜
市
教
育
委
員
会
と
「
地
域

デ
ビ
ュ
ー
講
座
」を
共
同
開
催
。

名称
所在地

設立年
会員数
入会金
年会費
活動目的（定款より）
1. シニアにコミュニティ・ビジネス起業のプラットホームを提供
2. 地域におけるITの普及に関するサービス
3. 元気な高齢者の就労支援・マッチング推進
4. ホームページ、ビデオなどのデジタルコンテンツ制作
5. 事業型NPOへの経営支援
6. 中堅企業・団体向けISO導入支援
7. シニア並びにSOHO事業者の交流・情報交換の機会提供

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

NPO法人シニアSOHO横浜・神奈川
横浜市中区不老町1-2
シャトレーイン横浜1106号室
平成15年
97人（普通会員）、5社（賛助会員）
なし
12,000円

アクティブシニアが活躍するためのプラットフォームを提供

神奈川県横浜市

地域への溶け込み、地域参加

地域ボランティア、社会貢献

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
横
浜
・
神
奈
川

NPO法人

各ワーキンググループで会員が活動 団塊世代の就労を支援する拠点開設

自己啓発、生きがい創出

移住・定住（U・I・J ターン）

コミュニティビジネスなどの起業

遊休農地や空き店舗の利活用

横浜ECN-Plazaの仕組みシニアSOHO横浜・神奈川の仕組み

ビジネスリーグ 

自己実現と社会貢献を望むシニア 各種団体 大手企業 

常設ECN-Plaza

横浜ECN-Plaza

シニアSOHO横浜・神奈川＝プラットフォーム 

地域社会への貢献 

シニアSOHO横浜・神奈川 就労 
専門会社 

中小企業 就労希望 

就労関係 
パートナー（会員） 横浜市 

経済観光局 

行政・諸団体 

連 携 企 業  

関 連 団 体  

企業支援型NPO 企業支援型NPO

ビジネスサポートWG 
ホームページ・ポータ 
ルサイト事業WG 
ECN-Plaza推進WG 
など 

広報支援・場所 
の提供支援 

コミュニティ 
ビジネスリーグ 

地域情報化WG 
教育情報化WG 
eアート・ライフWG 
など 

ファームリーグ 

里山活動WG 
スペースあとむWG 
交流会 
サークル 
など 

団
塊
世
代 

再
就
労
希
望
者 

人
手
・
技
術
不
足 

業
務
の
改
善 

ワーキンググループ（WG）事業 

運営（会員） 

入会 

賛助 
会員 

支援 

会
員 

会
員 

賛助 
会員 

企業支援 

実用講座 

相談コーナー 

ECN-Plaza交流会 

情報交換 講演会 

NETサービス 

24

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

依
頼
に
応
じ
て
開
催
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
は
異
な
る
充
実
感
を
得
る
。

大
阪
府
福
祉
基
金
の
助
成
を

得
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

企業OBが、知識や経験・人脈を活かして生きがいづくり

大阪府大阪市

地域への溶け込み、地域参加

地域ボランティア、社会貢献

ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ブ
の
会

有志グループ

豊富なキャリアを「請負」で提供 団塊世代が活躍するための受け皿に
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自己啓発、生きがい創出

移住・定住（U・I・J ターン）

コミュニティビジネスなどの起業

遊休農地や空き店舗の利活用

会が参加する企業等OB人材マッチング事業

企
業
等
O
B
人
材 

企業等OB 
人材マッチング 
大阪協議会 

（各地商工会議所等） 

人材 
データベース 

企業等OB人材 
マッチング全国協議会 

中
小
企
業 

データ 
検索 2

照会・ 
相談 3

情報 
提供 4

登録 1

支援応諾 6

支援依頼 5

気力・体力も充実しているメンバーが、
自分たちの活躍の場を作り出している。

横浜ECN-Plaza交流会（平成19年3月）。
就労希望者と企業が、情報交換を行なった。

名称
所在地
設立年
会員数
入会金
年会費
活動目的
会員が企業等で永年培った経験・知識・人脈
を活用して、仕事を通して社会に参加し、生
涯現役のライフスタイルを創出・実践して、
高齢化社会の活性化に貢献する。

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

ビジネスライブの会
大阪市北区大淀南1-3-14-6F
昭和62年
196人
3,000円
2,000円
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■基本計画策定業務

高齢社会に対応したまちづくりに取り組む市町村など

に、健康長寿のまち推進センターに蓄積された様々なノ

ウハウを活かした支援を行なっています。基本計画の策

定だけでなく、その後の相談や情報提供などのフォロー

アップも行なっています。

■研修等業務

施設整備に関わる設計・建築関係者や自治体担当者、

設置者を対象とした「高齢者施設の建設講座」などを開

催しています。また、会員企業の関心の高いテーマを設

定した分科会を通じて、まちづくりに関する業種を超え

た意見交換や研修などを行なっています。

■調査研究業務

効果的な地域ネットワークの形成や中心市街地の活性

化など地域の基盤整備の支援をはじめ、地域に密着した

サービスや介護予防の拠点、地域包括支援センターなど

の整備と機能連携、PFI手法による新たな民間参入の方

策など、今後のまちづくり事業の推進に必要な調査研究

を行なっています。

■広報・普及業務

全国のまちづくり先進事例などの、各地の情報を集積

し、今後のまちづくりを考える場として、有識者や学識

経験者、行政担当者を迎えたパネルディスカッションな

どを盛り込んだシンポジウムを開催しています。

健康長寿のまちづくり先進事例集
2006年度版

地域で輝く団塊世代
●発 行 日

●発行・編集

●協 　 力

●表紙題字

2007年3月

社団法人シルバーサービス振興会　健康長寿のまち推進センター
〒102-0083 東京都千代田区麹町3丁目1番地1 TEL.03-5276-1555 FAX.03-5276-1601

八王子市／NPO法人八王子市民活動協議会／愛知県／日進野菜塾／NPO法人ライフステーション・あいち／
函館市／株式会社北海道コンシェルジュ／豊島区／庚申塚エリアまちづくりを考える会／NPO法人シーズネット／
ビジネスライブの会／NPO法人シニアSOHO横浜・神奈川

今泉　紅華

健康長寿のまち推進センター

健康長寿のまち 
推進センター 

厚生 
労働省 

民間 
事業者 

団塊世代を活用した『まちづくり』をサポートします 

地方公共団体 地域住民 

生きがい  健　康  

住まい  安　心  

策定支援 

活　動 

ま ち づ く り 計 画  

計画策定 

連携 連携 

協働 

共立 

健 康 長 寿 の ま ち  

『団塊世代』をはじめ、誰もが健康で生きがいを持ち
住み慣れた地域で安心して暮らしつづけられるまちの
実現に向けて策定する計画です。 

社団法人シルバーサービス振興会は、本格
的な超高齢社会を迎え、高齢者をはじめ国民

すべてが安心して暮らせる社会づくりを民間の立場か
ら支えるため、シルバーサービスの質の向上とその健
全な発展を図ることを目的に、昭和62年3月に設立さ
れた厚生労働省所管の公益法人です。介護保険制度下
においても、サービスの質の向上に係る諸施策を推進
するとともに、民間事業者の積極的参入を支援するな
ど、多様な活動を展開しています。

〈構　　成〉 203社・団体
〈活動内容〉①介護サービス情報公表支援センターの設置

②シルバーマーク制度の運営
③福祉用具の消毒工程管理認定制度の運営
④シルバーサービスに関する調査研究
⑤シルバーサービスに関する広報・普及活動
⑥シルバーサービス従事者研修の実施
⑦行政・関係団体との連携、政策提言
⑧国際交流
⑨会員企業相互による研究会活動
⑩健康長寿のまちづくり事業の推進

社団法人シルバーサービス振興会 http://www.espa.or.jp/時代の転換点で、
常に波を起こしてきた団塊世代

中高年の実りある後半人生
第三世代大学（U3A）

　団塊世代の立ち位置 
 ● 経験や人脈を活かす地域の 
　団塊世代がタスクフォースリーダーに 
 ● 地域の問題を解決する小さな起業活動、 
　自分に合った働きがい 

実りある 
後半人生 

日本版U3A

学びの場 
土着の知識 

学術的知識 
知的好奇心が満足 

対策討論の場 

身近な問題 

身近な問題 

身近な問題 

生活を支える地域社会 

団塊世代 地域貢献、 
新たな役割 

運用支援：知識提供、運用 

嬉しい 
楽しい 

安心 

働きがい 
近所付き合い 

生きがい 

　知的好奇心の満足 
 ● 学術的な講座は学術的に、社会風俗的な 
　講座は風俗的に 
 ● 生活感のある講座、 
　講師の顔も見える講座 

　安心コミュニティの創出 
 ● 問題に対峙し、仲間で解決する 
　安心コミュニティのあるまちづくり 
 ● 生きがい・働きがい、 
　地域住民の益を生む、コア組織 

　身近で具体的な課題解決 
 ● 近所の問題討論の講座があり、 
　討論結果を学友・地域業者と実施 
　 ● 地域の問題を地域のリソースで 
　　解決するタスクフォースの登場 

（資料提供：博報堂 エルダービジネス推進室） 

　時代はターニングポイントに 
　「人口増大社会」から「人口減少社会」へ 

「量の社会」から「質の社会」へ 
「全体の社会」から「個とネットワークの社会」へ 

①世話役 
 
 
 
 
②先生役 
 
 
 
 
③相談役 

・女性エルダー子育て支援 
・地域のボランティア世話役 
・アウトドアライフの世話役 
・地域スポーツの世話役 
・地域の子どもの安全推進役 
・PCインストラクター 
・趣味の先生 
・文化芸術のガイド役（美術館・街並み） 
・地域スポーツのトレーナー、インストラクター 
・地域の環境インストラクター 
・NPO経理相談役 
・フリーター、ニートの就業相談役　など 

カギは 
●有償ボランティア 
●カウンセリング・ 
　コーチスキル 
 （若い人を育てる／ 
 　リスペクトされる） 

企業にとってはローコスト 
でやる気のある人材確保 　 
社会的には団塊の若年層 
支援で若い人の活力を生 
み出す 

団塊が時代の転換点を創り出す可能性 

「団塊サードウェーブ」への期待 

　人生のとらえ方が大きく変わる 

　新しいワークスタイルの可能性 
　団塊世代の定年後の意向 

　団塊世代の「新しい社会的な役割」 

余生をおくる人たち 

0歳 50歳 

人生の花を咲かせる人たち 

0歳 50歳 

「仕事」と 
「ボランティア」 
1.4％ 

「仕事」と「趣味」13.4％ 「仕事」のみ0.5％ 

「ボランティア」と 
「趣味」 
21.8％ 

「ボランティア」のみ 
1.6％ 

何もやりたくない 
1.4％ 

無回答 
1.9％ 

「趣味」のみ 
15.5％ 「趣味」と「仕事」と 

「ボランティア」 
 42.5％ 

※本誌を無断で複製することを禁じます。（資料提供：NPO法人エイジコンサーンジャパン）


